
令和 5年 2月定例記者会見
令和 5年 2月 1日（水）午前 11時～

＜主な発言項目＞

〇 新たに「となみシティプロモーションブック」を作製

シティプロモーション事業として市の魅力や施策等を発信するパンフレット「となみ

シティプロモーションブック」を作製。従来の「市勢要覧」と「移住定住ガイドブック」

を一体化して、移住定住希望者や市内への立地を検討される企業などに市の魅力を 1冊

で伝える。

２種類の冊子を１冊にまとめたことで紙の使用量を削減しながらも、ＱＲコードによ

って冊子と市ホームページを結びつけ、入手できる情報量を増やしている。

施策や地域資源などの市の概要のほか、住みよさ、支援制度などを掲載し、移住定住

の促進に向けた内容としており、「やっぱり砺波がいいよね」と感じていただける魅せる

1冊に仕上げた。

○ スマート窓口システム整備について

現在、市役所窓口で申請書を手書きで記載していただいている手続きの一部を、来庁

者があらかじめ自宅で入力してから来庁していただくと、市役所での滞在時間を削減し、

利便性の向上を図るスマート窓口を整備する。

運用開始は、３月１日（水）からで、対象手続きは・転入届、転出届、転居届の住所

異動に関する届と、住民票の写し、戸籍謄抄本、税証明などの各種証明書発行。

スマート窓口システムは、毎月最終金曜日の 18:00～23:00 の定期メンテナンスを除

き、２４時間３６５日使用可能であり、インターネット接続可能であれば、パソコンで

もスマートフォン、タブレットでも入力できる。

あらかじめ入力しておくことで、市役所では短時間で用件を済ますことができ、仕事

などの休憩時間を活用することができるので、特に働き世代にとっては利用しやすいと

考えている。

○ 砺波チューリップ公園再整備にかかる意見募集について

南門周辺のエリアは、樹木等が密集し閉鎖的な印象を与えていることや、段差が多く

公園を利用しにくい状況であることから、よりよい公園とするため、南門周辺の再整備

（案）を作成したところであり、この整備内容について、市民等からのご意見を募集し

ている。市民等皆さんの貴重なご意見をいただきたい。


